



























































リ (Porphyratenera)である｡ この種は､夏の間はコンコセリス (2n)という形を取
ってカキ殻等に穿孔 して過ごし､秋になると殻胞子を形成してこれが発芽し葉状体(∩)
となる｡ この葉状体を利用することによってノリ産業が成立 している｡ 本種に関する
生物学的な研究は､産業に寄与するため葉状体の室内培養や野外での養殖によって行
われ､Drew女史がコン'=セリスを発見 し生活史が明らかになって飛躍的に進歩 した｡
一方､産業の面でも､病気や育種等に関する多 くの研究が行われることによって､現
在､生産金額で年間約1,000億円という大きな財を生み出している｡
ここでは生物 としてのノリとしてではなく､産業に寄与しているノリの生育 と環境
ェ 簡 il-
